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背景 

内容バイアスとは、情報そのものへの選好を指す

（Boyd & Richerson, 1985; Richerson & Boyd, 

2005）。内容バイアスを引き起こす情報には、生死

に 関 わ る 情 報  ( 生 存 バ イ ア ス ; Nairne & 

Pandeirada, 2008) や個体間の関係や相互作用に

関する社会情報 (社会的バイアス; Mesoudi et al., 

2006)などが挙げられ、3 段階 (受信段階; 知りた

い、記銘想起段階; 覚える程度、伝達段階; 伝えた

い )の伝達プロセス通して選好にかけられる 

(Eriksson & Coultas, 2014)。本研究では、新たな

内容バイアスとして、規範バイアスを提案する。

ここで「規範」とは、義務、許可、禁止に関する共

通の理解であると定義する（Crawford & Ostrom, 

1995）。経済学実験を通して、規範を定期的に伝達

することで他者との協力が維持されることが指摘

されており(Shank et al., 2018)、伝達の一機能には

規範の伝達による協力の維持が考えられる。 

先行研究ではすでに、社会的バイアスへの選好

が示されているが、社会情報は範囲が広い。規範

情報は社会情報に含まれると考えられるが、協力

の維持といった機能面を考慮すれば、我々は規範

情報が社会情報と全く同じように選好されるので

はなく、伝達段階でさらに強い選好を示すと考え

たため、3 段階について規範情報と社会情報への

選好を比較することで、社会的バイアスと規範バ

イアスを区別する必要性を主張する。 

方法 

参加者：106 人がオンライン調査に参加した。 

材料：事前調査により、ある架空の社会に関する

規範情報を含むと判断されたビネット A、社会情

報を含むと判断されたビネット B を実験で用いた。 

手続：参加者にある架空の社会に引っ越すと想定

してもらい、ビネットについて以下の 3 段階（受

信、記銘想起、伝達段階）それぞれでの選好を比較

した (参加者内デザイン)。 

① 受信段階 ビネットの全容を見せず、全容を表

すタイトルを提示して、どちらのほうが知り

たいか質問した。 

② 記銘想起段階 ビネットを一度だけ読んでも

らい、ビネットを参照できない状況で、ビネッ

トについて覚えている情報を書かせた。 

③ 伝達段階 ビネットを再度好きなだけ読んで

もらい、ビネットを参照できる状況で、ビネッ

トについて知らない他者にどちらのビネット

を伝えたいか質問した。 

結果と考察 

受信段階と伝達段階で規範情報への選好 (規範バ

イアス)が見られた。この結果は、人間は規範情報

へのバイアスがあることを示すものである。 

Figure 1. 参加者の 3 段階での選好結果. A. 受信段階. B. 記銘想起

段階. C. 伝達段階. エラーバーは標準誤差を示す (B). 
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